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令和元年12月10日 （2）組 合 だ よ り

第１号議案

第２号議案
第３号議案

第４号議案
第５号議案

平成 30 年度事業報告書、貸借対照
表、損益計算書及び剰余金処分案に
ついて
平成 31 年度事業計画について
平成 31 年度賦課金の額及び納期並
びに徴収方法の決定について
役員報酬の決定について
一組合員に対する貸付金の最高限度
額の決定について

第６号議案

第７号議案
第８号議案
付 帯 決 議

一組合員の負担する債務保証の最高
限度額及び本年度内における債務保
証の最高限度額決定について
借入金の最高限度額の決定について
余裕金の預け入れ先の決定について
本日の決議事項中、権利義務に関係
のない軽微な事項の修正及び違算、
誤字並びに行政庁の指示により必要
な字句の修正をなすことを理事会に
一任してください。

第38回総代会の内容は次の通りです

去
る
４
月
18
日
、
南
佐
久
中
部
森
林
組
合
会
議
室
に
お

い
て
、
総
代
総
数
２
０
０
人
中
、
本
人
出
席
40
人
、
書
面

議
決
１
０
６
人
、
委
任
状
５
人
、
計
１
５
１
人
が
出
席
し
、

定
款
第
45
条
の
規
定
に
よ
り
過
半
数
に
達
し
、
総
代
会
が

成
立
し
、
佐
久
地
域
振
興
局
長
、
東
信
森
林
管
理
署
長
外

19
名
の
来
賓
に
ご
出
席
し
て
い
た
だ
き
第
38
回
総
代
会
を

開
催
致
し
ま
し
た
。

井
出
副
組
合
長
に
よ
り
、
総
代
会
出
席
者
及
び
来
賓
に

謝
意
を
述
べ
総
代
会
を
開
催
す
る
旨
の
宣
言
が
あ
り
、
黒

澤
組
合
長
が
挨
拶
を
述
べ
、
引
続
き
議
長
に
井
出
裕
治
郎

氏
を
選
任
し
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
第
１
号
議
案
か
ら
第
８
号
議
案
ま
で
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第38回通常総代会開催

令和元年7月10日　グラップル導入 令和元年8月29日　フォワーダ導入



令和元年12月10日（3） 組 合 だ よ り

平成30年度事業報告

決 　 算 　 報 　 告
【 組 合 員 数 】

資格区分

正組合員 1 , 2 9 5 ― 6 ― ― 6 1 , 2 8 9
― ― ― ― ― ― ―

1 , 2 9 5 ― 6 ― ― 6 1 , 2 8 9
准組合員
合　　計

前  期  末 当期加入
資格喪失 合　　計除　　名死亡又は解散

当  期  末
当　　期　　脱　　退

【 出 資 口 数 】
資格区分

3 7 , 7 8 7 ― 1 1 3 7 , 7 7 6
― ― ― ―

3 7 , 7 8 7 ― 1 1 3 7 , 7 7 6

前　期　末 当  期  増  加 当  期  減  少 当  期  末
正組合員
准組合員
合　　計
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平成 30 年度の組合の木材生産量は、15,000㎥を
超え 10 年前の 5 倍に生産量を伸ばすことができま
した。これは地域の森林が充実し利用期に入ったこ
とにより、補助事業中心の保育の時代から、主伐や
搬出間伐主体の木材生産の時代に入った結果であり
ます。　

林業は木材の生産活動によって循環することが本
来の姿であり、戦後の一斉造林から漸く迎えた収穫
期に、確実に林業の再生を図ることが森林組合の役
割であることを認識し、組合員への利益還元と再造
林に努めて参りました。この貴重な森林資源を次世
代に確実に引き継ぐため、今後も引き続き取り組ん
で行きます。

指導 2,937 千円 加工 995 千円

販　売
87,776 千円

森林整備 191,880 千円

総取扱高
283,588 千円

森林整備
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加　　工
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組 合 だ よ り令和元年12月10日 （4）

貸 借 対 照 表 平成31年2月28日現在　単位:円

Ⅰ　事業総損益

Ⅱ事業損益

Ⅲ経常損益

Ⅳ特別損益

(1)
(2)
事 業 総 利 益

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)
事 業 管 理 費 計
事 業 利 益

(1)
(2)
事 業 外 損 益
経 常 利 益

(1)
(2)
特 別 損 益
税引前当期利益
法人税住民税及び事業税額
当 期 剰 余 金
前期繰越剰余金
当期未処分剰余金

摘　　要 内　訳 小計 合計

Ⅰ  当期未処分剰余金

Ⅱ  剰余金処分額

１  法定準備金

２  特別積立金　 
３  出資配当金

Ⅲ  次期繰越剰余金

当期剰余金の
５分の１以上

平成30年度剰余金処分案損　益　計　算　書
平成30年3月1日から平成31年2月28日まで

円

2,000,000

1,000,000
2,265,560

円
8,702,834

3,436,274

脚注）1．出資配当金の配当率は６％である。
2．次期繰越剰余金中教育情報資金は、

1,000,000円である。

事業総収益
事業総費用

人 件 費
旅費交通費
事 務 費
業 務 費
諸税負担金
施 設 費
雑 費

事業外収益
事業外費用

特 別 損 益
特 別 損 失

283,588,567
161,444,903

76,533,478
1,813,484
2,362,719
1,605,971
2,360,098

36,531,240
519,670

5,416,665
283,000

327,423
3

122,143,664

121,726,660
417,004

5,133,665
5,550,669

327,420
5,878,089
1,391,000
4,487,089
4,215,745
8,702,834

283,588,567
161,444,903
122,143,664

76,533,478
1,813,484
2,362,719
1,605,971
2,360,098

36,531,240
519,670

121,726,660
417,004

5,416,665
283,000

5,133,665
5,550,669

327,423
3

327,420
5,878,089

2,937,504
3,342,721
-405,217

2,372,538
56,218
73,244
49,785
73,163

1,132,468
16,110

3,773,526
-4,178,743

87,776,346
49,477,394
38,298,952

22,577,376
534,978
697,002
473,761
696,229

10,776,716
153,303

35,909,365
2,389,587

994,834
397,857
596,977

306,134
7,254
9,451
6,424
9,440

146,125
2,079

486,907
110,070

科　　目 小計 合計
事　　業　　区　　分
一　　般　　事　　業

計 指　　導 販　　売 加　　工

191,879,883
108,226,931
83,652,952

51,277,430
1,215,034
1,583,022
1,076,001
1,581,266

24,475,931
348,178

81,556,862
2,096,090

森林整備

流　動　負 　債
1.
2.

3.

4.
5.
6.

固　定　負　債
1.
2.

組 合 員 資 本
1.
2.

3.

受託販売預り金
買     掛     金
（販         売）
（購         買）
未    払     金
（1）事業未払金
（2）一般未払金
（3）未払消費税
未 払 法 人 税 等　 　
預　 　り　　金
仮　　受　　金

流 動 負 債 合 計

退職給付引当金
役員退職慰労引当金

固 定 負 債 合 計

負 　債 　合　計

出 　 資 　 金
利 益 剰 余 金
法 定 準 備 金
その他利益剰余金
任 意 積 立 金
損失補てん積立金
当期未処分剰余金
当 期 剰 余 金
前期繰越剰余金

資 本 準 備 金
組 合 員 資 本 合 計

純 資 産 合 計

―　　―19

Ⅱ 　貸　借　対　照　表
⑴　貸 借 対 照 表

1,137,775
38,880
7,000

57,127,976
342,800

111,608
311,769
146,355
524,295
66,008

7,481,927

5,227,625
76,200

130,450

27,076,047
8,496,142
1,029,000
201,200

153,109,002
134,047,003
57,331,942
47,210,050
5,895,500
4,728,762

418,753
5,191,887

1,450,000
1,450,000
436,000
138,066

3,876,000
4,190,000

151,500
65,836,240

1,169,655

56,785,176

1,160,035

12,633,352
5,964,857

130,450

18,579,905

827,800

19,061,999

10,121,892

1,166,738

5,610,640
1,250,000

0

297,934

8,066,000
1,798,000

143,831,265

56,618,974

297,934

9,864,000

66,780,908

210,612,173

科　　　目
【資産の部】

内　訳 小　計 合　計

流　動　資　産
1.
2.
3.

4.

5.

6.

7.
8.

固　定　資　産
有 形 固 定 資 産
1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

無 形 固 定 資 産
1.

2.

外 部 出 資
1.

2.

現            金
預            金
売     掛     金
（販         売）
（購         買）
貸 倒 引 当 金 
未    収     金
貸 倒 引 当 金
た な 卸 資 産
（販   売   品）
（加   工   品）
（事業物資購買品）
（生活物資購買品）
（原　 材　 料）
立     替     金
（林         産）
（一         般）
（造         林）
貸 倒 引 当 金
仮     払     金
雑     資     産
（前 払  費 用）
（リサイクル預託金）
流 動 資 産 合 計

建　　　　　　物
減価償却累計額
構 築 物
減価償却累計額
機 械 装 置
減価償却累計額
車 両 運 搬 具
減価償却累計額
工 器 具 備 品
減価償却累計額
森　　　　　林
（所　有　林）
（分　収　林）
借 地 権 勘 定
有形固定資産合計

測 量 シ ス テ ム
減価償却累計額
組 合 員 シ ス テ ム
減価償却累計額
無形固定資産合計

系 統 出 資 金
（県  森   連）
（農 林 中 金）
系 統 外 出 資 金
外 部 出 資 合 計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

324,695

297,432
7,904,766
5,560,100

47,771,000

26,965,240

4,487,089
4,215,745

37,766,789

324,695

13,762,298
1,391,000
5,464,648

29,714,583
537,440

37,776,000

83,439,074
435,646

58,709,430

30,252,023

88,961,453

121,650,720

121,650,720

210,612,173

科　　　目
【負債の部】

【純資産の部】

内　訳 小　計 合　計

負債・純資産合計

平成 31年 2月 28日現在　　単位：円



きのこ植菌教室開催きのこ植菌教室開催きのこ植菌教室開催

組 合 だ よ り（5） 令和元年12月10日

南相木小学校

北相木小学校

３
月
８
日
　
南
相
木
小
学
校

４
月
13
日
　
北
相
木
小
学
校

毎
年
、
地
元
の
子
供
た
ち
と
行
っ
て

い
る
植
菌
教
室
を
今
年
も
開
催
致
し
ま

し
た
。

危
険
を
伴
う
ド
リ
ル
で
の
穴
開
け
作

業
は
、
ケ
ガ
も
無
く
、
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
順
調
に
生
育
す

る
と
、
来
秋
頃
に
収
穫
で
き
る
か
と
思

い
ま
す
。

こ
の
様
な
体
験
学
習
を
通
し
て
少
し

で
も
林
業
や
自
然
に
対
し
て
興
味
を
持

っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

く

ぬ

ぎ

こ
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ら
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ま

き

か

し
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ぶ
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ぶ
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に

れ
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類

ど
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き
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と
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の

き

さ

く

ら

類

や

ち

だ

も

ぽ
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ら

な

し

り

ん

ご

か

き

か

ら

ま

つ

◎ ◎ ○ ○ ○ 　 ○ ▲ 　 ○ 　 ▲ ▲ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▲ 　 　

○ ○ ▲ ○ ◎ ○ ▲ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

◎ 　 　 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ ▲ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○

○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ 　 　 ○

◎ ◎ 　 　 ◎ 　 　 ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 ○ 　 　 　 ○ ○ ○ 　 　 　 　 　 ▲

シ イ タ ケ

ナ メ コ

ヒ ラ タ ケ

ク リ タ ケ

アラゲキクラゲ

ム キ タ ケ

◎…最適、○…適、▲…やや適

◎きのこ別 適応樹種一覧表◎



「主伐後の再造林～保育10年保証制度」の創設

組 合 だ よ り令和元年12月10日 （6）

伐ったら植える。
主伐後の確実なカラマツ林再生への取り組み

「主伐後の再造林～保育10年保証制度」の創設

本
制
度
に
よ
る

初
回
（
Ｈ
29
年
度
）
造
林
地
の
状
況

林業の現状と課題
戦後一斉に人工造林されたカラマツ林の多くが主伐期を迎え、その施業も間伐から主伐へと移行しつ

つあります。また合板やLVLなどの新たな需要によって組合のカラマツ材生産量は10年前の5倍に増加
しています。

しかし、依然として木材価格が低迷していることにより主伐しても木材収入のみでは再造林する費用
が捻出できないことや、林業従事者の減少によって再造林にかける人手が不足していることから、林業
事業体の都合によって再造林されないケースもあるなど、造林意欲は低下しています。

今後、カラマツ材需要の増加と伐期により主伐は増加する傾向にあるなか、確実な再造林の確保が課
題となっています。今、私たちがこのカラマツ林資源から多様な恩恵を受け活用できるのは、先人たち
が人工造林し育てて来た計り知れない努力によるものであり、私たちにも同じように次世代に引き継ぐ
責任があります。そこで組合では「主伐後の再造林～保育10年保証制度」を創設し確実な再造林に向け
て取り組んでいます。

「主伐後の再造林～保育10年保証制度」の概要
「主伐後の再造林～保育10年保証制度」は、主伐で得た収入から森林所有者が21万円/haを負担するだ

けで、あとは組合が責任を持って10年生の山に育てて返す制度です。地拵え、植栽、下刈、除伐までの
最も費用と労力の掛かる大変な時期を組合が責任を持って請負うことにより、確実にカラマツ林の再生
が図れるよう10年間の期間としています。また負担金を一定額にすることで、森林所有者の負担金に対
する不安を取り除き再造林を行いやすくしています。尚、賃金や補助金の変動リスク、補植は組合が負
うことで、獣害や自然災害のない限り森林所有者の負担金は変わらない契約にする等、カラマツ林を次
世代に引き継ぐため多くの課題は全て組合で負担しています。



視察・研修受け入れ
組 合 だ よ り（7） 令和元年12月10日

新潟県新潟地域林業改良協会

鳥取県東部森林組合

西武森林環境事務所

日南町森林組合

視察・研修受け入れ
7月25日　鳥取県　日南町森林組合　　　　10月８日　鳥取県　鳥取県東部森林組合
10月9日　群馬県　西武森林環境事務所　　10月23日　新潟県　新潟県新潟地域林業改良協会

当組合の「主伐後の再造林～保育10年保証制度」の取り組みを視察に多くの林業関係者の方が
来られました。

また、2018.11月号の現代林業では当組合の保育10年保証制度の活動が紹介されました。



組 合 だ よ り令和元年12月10日 （8）

平成30年木材需給表」の公表について
〜木材自給率は８年連続で上昇〜

林野庁は９月27日に、我が国の木材需給の状況を明らかにする「平成30年木材需給表」
を公表しました。

平成30年の木材の総需要量は、8,248万㎥（丸太換算。以下同じ。）で前年に比べ
0.8％増加しました。

国内生産量は3,020万㎥で前年に比べ1.8％増加（９年連続増加）し、輸入量は
5,228万㎥で前年に比べ0.2％増加しました。

平成30年の製材、合板等の用材の自給率は前年から0.8ポイント上昇して32.4％とな
り、用材にしいたけ原木及び燃料材を加えた総量の自給率は、前年に比べて0.4ポイント
上昇し、36,6％となりました。用材、総量ともに自給率は、平成23年から８年連続で上
昇しています。

木材の供給量及び木材自給率の推移

引用文献：2019.10  No.151  P19  林野



年
　
齢

30
歳

出
身
地

上
田
市

趣
　
味

自
転
車
・
ス
キ
ー

私
は
令
和
元
年
七
月
に
入
組
し
ま
し

た
。
林
業
に
少
し
興
味
が
あ
り
勢
い
で

足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
仕

事
以
上
に
頭
を
使
う
仕
事
で
日
々
付
い

て
い
く
の
が
や
っ
と
で
す
が
、
林
業
で

し
か
学
べ
な
い
事
を
し
っ
か
り
覚
え
て

い
き
た
い
で
す
。

布

川

征

臣

組 合 だ よ り（9） 令和元年12月10日

き
ま
し
た
が
、
不
慣
れ
な
こ
と
も
あ
り
、

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で

す
が
、
班
長
を
は
じ
め
、
先
輩
方
に
信

頼
し
て
頂
け
る
よ
う
な
作
業
員
に
な
れ

る
よ
う
に
日
々
努
力
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

年
　
齢

18
歳

出
身
地

佐
久
穂
町

趣
　
味

釣
り

私
は
、
今
年
の
４
月
か
ら
南
佐
久
中

部
森
林
組
合
に
入
組
し
ま
し
た
。
自
分

は
元
々
自
然
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
こ

の
組
合
に
就
職
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。

今
ま
で
半
年
間
様
々
な
仕
事
を
し
て

寺

島

一

希

組
合
の

窓

ー
人
事
ー

年
　
齢

40
歳

出
身
地

小
海
町

趣
　
味

愛
犬
と
遊
ぶ

私
は
、
一
昨
年
地
元
小
海
町
に
帰
省

を
き
っ
か
け
に
、
南
佐
久
中
部
森
林
組

合
へ
入
組
し
ま
し
た
。

自
然
の
中
で
働
く
こ
と
は
、
危
険
を

伴
う
こ
と
が
多
く
、
一
歩
間
違
え
る
と

嶋

田

重

和

大
怪
我
に
繋
が
り
命
を
落
と
し
て
し
ま

う
重
大
な
事
故
も
あ
り
ま
す
。

常
に
安
全
最
優
先
に
徹
す
る
こ
と
、

大
切
な
仕
事
仲
間
に
怪
我
を
負
わ
せ
る

こ
と
が
絶
対
な
い
よ
う
、
日
々
無
事
仕

事
を
終
え
る
よ
う
安
全
を
意
識
し
て
仕

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
が
大

好
き
で
す
。

地
域
の
皆
様
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ

う
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

嶋田重和　植栽
寺島一希　伐倒
布川征臣　下刈り

嶋田重和　植栽
寺島一希　伐倒
布川征臣　下刈り

〈
技
能
職
員
採
用
〉

嶋田重和　植栽
寺島一希　伐倒
布川征臣　下刈り

嶋田重和　植栽
寺島一希　伐倒
布川征臣　下刈り

嶋田重和　植栽
寺島一希　伐倒
布川征臣　下刈り

嶋田重和　植栽
寺島一希　伐倒
布川征臣　下刈り



組 合 だ よ り令和元年12月10日 （10）

編
集
後
記

組
合
だ
よ
り
第
三
十
五
号
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
感
想
・
ご
意
見

等
も
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。森

林
組
合
に
対
す
る
ご
意
見
、

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

左
記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

南
佐
久
中
部
森
林
組
合

☎
〇
二
六
七
ー
九
二
―
二
〇
七
〇

賦
課
金
の
口
座
振
替
を

お
願
い
し
ま
す

賦
課
金
の
納
入
に
つ
い
て
、
事
務
省
力

化
の
た
め
口
座
振
替
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

八
十
二
銀
行
各
支
店
、
Ｊ
Ａ
長
野
八
ヶ

岳
農
業
協
同
組
合
各
支
所
（
小
海
支
所
・

南
相
木
支
所
・
北
相
木
支
所
）
に
口
座
を

お
持
ち
の
方
で
、
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ

る
方
は
口
座
振
替
の
用
紙
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
森
林
組
合
事
務
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

口
座
振
替
が
行
え
な
い
組
合
員
さ
ん
は
、

送
付
し
て
あ
る
郵
便
局
専
用
の
振
込
用
紙

を
お
使
い
い
た
だ
き
、
最
寄
の
郵
便
局
に

て
賦
課
金
の
お
支
払
を
お
願
い
し
ま
す
。

＝＝組合員名簿整備中＝＝
相続等により名義変更・住所変更などが

ある場合、森林組合に異動届の提出が必要
になります。今回お送りした封筒の宛名を
ご確認ください。

異動がある場合は、必要書類をお送りい
たしますので、森林組合（☎0267-92-2070）
までご連絡ください。

第
38
回
総
代
会
で
出
資
配
当
金
と
し
て
出
資
金
の
６
％
の
配
当
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
元
年
度
賦
課
金
に
つ
い
て
は
、
面
積
割
１
ha
当
た
り
２
０
０

円
（
端
数
は
ha
単
位
に
切
上
げ
）
組
合
員
割
１
人
２
０
０
円
と
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

出
資
配
当
金
に
つ
い
て
は
、
賦
課
金
か
ら
の
差
引
を
優
先
し
て
行
い
ま
す
。

賦
課
金
及
び
配
当
金
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
「
賦
課
金
納
入
通
知
書
兼

領
収
書
」
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
ご
指
定
の
口
座
よ
り
引
き
落
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

配
当
金
と
賦
課
金
に
つ
い
て

賦
課
金
は
配
当
金
を
差
引
い
た
額
に
な
り
ま
す
。

令
和
二
年
度

春
季
山
行

苗
木
・種
駒
の
注
文
に
つ
い
て

例
年
、
各
地
区
指
導
員
さ
ん
に

苗
木
・
種
駒
の
注
文
の
と
り
ま
と

め
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、

直
接
の
注
文
も
承
り
ま
す
の
で
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

☎
〇
二
六
七
ー
九
二
―
二
〇
七
〇

31
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